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研  究 1  
通常のコミュニケーシ ョン場面での子どもに対する大人の理解の枠組みを作る。特に感情，意  
図，考えといった心的状態の推測についての分類枠を検討する。  
方  法   
分析の対象 京都市内で障害児学童保育を行っている民間団体4）の活動記録を資料とした。こ  
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難で，大人からの指示や声かけも十分には理解していない。   
分析方法 記録をセンテンスごとにY君388枚，Rちゃん631枚のカードにした。そのカードを  
KJ法（川喜田，1967）により分類し，カテゴリーを作った。  








図1 K」法による保育記録中の記述の分類  
（）内の数字はそれぞれのカテゴリーに分類された記述の度数，なお，総度数は1019である。  
－151－   


























































－152－   




的状態→行動”というように心的状態の結果もしくは原因と解釈されているのではなかろうか。   
以上の結果を受けて，研究2，3では心的状態に関する記述をポジティブな記述とネガティブ  
な記述に分類した上で検討していくことにする。  






方  法   




表2 対象児のコミュニケーションの状態  
対象児  学 年  性別 障害名  コミュニケーションの状態  
AI君  中学2年生  男児 自閉症● 言葉でのコミュニケーションは困難。大人からの指示や声かけは入るが，  
やりとりは難しい  
TYちゃん 小学校4年生 女児 発達遅滞 言葉でのコミュニケーションは困難だが，指示や声かけはある程度理解し  
ており，簡単なやりとりができる  
NTちゃん 小学校2年生 女児 発達遅滞 言葉でのコミュニケーションは困難だが，大人の言うことはかなり理解し  
ており，やりとりができる  
RSちゃん 小学校2年生 女児 自閉症  言葉でのコミュニケーションは困難。大人からの指示や声かけも十分には  
理解していない。やりとりは難しい  
KI君   小学校2年生 男児 自閉症  言葉でのコミュニケーションは困難。大人からの指示や声かけも十分には  
理解していない。やりとりは難しい  
TKちゃん 小学校2年生 女児 発達遅滞 発音がはっきりしないが言葉もあり，大人の言うことはかなり理解してお  
り．やりとりができる  
HY君   ′ト学校1年生 男児 自閉症  言彙でのコミュニケーションは困難。大人からの指示や声かけも十分には  
理解していない。やりとりは難しい  
＊障害名は保護者の報告によるものである。  
分析方法 分析対象の記録の中から，子どもの感情や心的状態の推測に関する記述を研究1で  
示された3つのカテゴリーについてそれぞれポジティブな記述とネガティプな記述に分類した。  
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表3 対象児ごとの各カテゴリーの記述の出現回数  
AI君 TYちゃんNTちゃんRSちゃん KI君 TKちゃん HY君：平均  
0．7310．76 ［  
1．46：0・64  




‾‾‾‾ 1 T‾‾‾‾‾  
0．7110．62  
（観察可能な）子どもの感情表現・心的状態ポジティプ 0．50■ 1．00  
（観察可能な）子どもの感情表現・心的状態ネガティプ  0．13  0・25  
行動から直接推測される子どもの心的状態ポジティプ 0．56  0．50  
行動から直接推測される子どものJL、的状態ネガティプ 0．19  2．00  
状況等から間接的に推測される子どもの心的状態ポジティプ  0．44  0・38  
状況等から間接的に推測される子どものJL、的状態ネガティプ  0．38 1．00  
平均  0．36  0．85  
0．43   0．88  
0．64  1．00  
1．79   0．25  
0．36   0．50  
0．43   0．00  
0．71  0．00   
0．73   0．44  
1．20   0．57  
．60  0．43  
0．60  1．86  
．40   0．57  
．00  0．64  
0．40   0．36   











表4 対象児ごとの各カテゴリーの記述の出現回数に対する主成分分析の主成分負荷量  













表5 対象児ごとの主成分得点  
対象児  AI君  TYちゃん NTちゃん RSちゃん  KI君  TKちゃん  
主成分軋1  －0．620  －0．055   －1．185  1，270  1．042  －1．323  
主成分N（12  －0．476  2．371  －0．395   －0．852  0．044  －0．459  
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得点がやや低く，第2主成分の得点も低い。これは心的状態に関する記述そのものが少なかった  
ためと思われる。TYちゃんは第1主成分の得点はそう高くないが，第2主成分の得点は非常に  










表6 指導員ごとの各カテゴリーの記述の出現回数  
（観察可能な）子どもの感情表現・行動から直接推測される子どもの 状況等から間接的に推測される子！  
指導員心的状態  心的状態  どもの心的状態  平均  
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表7  対象児ごとの各カテゴリーの記述の出現回数に対する主成分分析の主成分負荷量  
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第3成分をポジティプ表情要素と名付けた。   
主成分得点（表8）は子どもの心的状態に  
関する記述が指導員によって大きな違いがあ  
表8 各指導員の主成分得点  






























方  法   
被験者 養育経験のない大学生・大学院生18名。男子7人，女子11人。平均年齢25．4歳。   
刺 激 ビデオ「遊びの中に見る1歳児」（田中・田中，1996）から子どもの遊んでいる5場  
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面（表9）を1～2分程度抜粋して刺激とした。刺激は映像のみとし，音声は呈示しなかった。   
質問紙 他者意識尺度（辻，1993）とノンバーバル感受性尺度（和田，1991）。項目は表10に  
示した。   
手続き 子どもの遊んでいる場面を撮影したビデオ映像を被験者に見せ，子どもの様子を自由  
記述させた（記述1）。なお，1場面につき2度ビデオ映像を見せた。記述は再生中，再生後の  
いっ行っても良いものとした。5場面すべてに自由記述を行った後，子どもの表情からわかる感  
表9 ビデオ映像の内容  
時間■  年齢‥  内容  
エピソード11分50秒1歳7か月 近くの公園までお母さんと同年齢の友達（とそのお母さん）と行く途中の場面  
エピソード2 1分20秒1歳7か月 すべり台に登ってすべりおりるが，スピードが出すぎて下に降りたところで転ん  
でしまう。お母さんに砂をはらってもらって，また他の遊びに向かう。  
エピソード3 1分10秒1歳7か月 バケツの中の砂をスプーンで取り出し，ベンチの上に小山をいくつも作っていく。  
エピソード4 1分10秒1歳10か月 すべり台の（鉄の梯子状の）曲線のステップを上がろうとしている場面。お母さ  
んに助けてもらいながら登るが，途中で足がステップから外れて落ちそうになる。  





表10 他者意識尺度とノンバーバル感受性尺度の項目  
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情状態，行動や状況から推測される意図や考え等の心的状態について記述する（記述2）よう教  
示し，再び5場面のビデオ映像を見せた。ただし，今回は各場面1回しか見せなかった。   
最後に，上記の質問紙を行った。実施時問は約40分程度で，2，3人の小集団で行った。  







披頓着  1 2  3  4  5  6  7  8  9 10 1112 13 14  
性別●  m m m r m r r r f m m f r m  
内的他者鱈識  
外的他者意識  
空想的他者應詣   
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表12 被験者ごとの各カテゴリーの記述1，記述2の  
出現回数に対する主成分分析の主成分負荷量  
記 述1  記 述 2  




















表13 重回帰分析の結果  
目的変数  記 述 1  
説明変数  第1主成分 第2主成分 第3主成分  
記  述  2  
第1主成分  第2主成分  第3主成分  
内的他者意識  0．49●  
外的他者意識  
空想的他者意識   
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1）本稿作成にあたり，ご指導を賜りました京都大学大学院教育学研究科子安増生教授，保育記録を提   
供して下さった障害児学童じゃりんこの皆さんに深く感謝の意を表します。  
2）加えて質的な資料から客観的な分類枠や法則を取り出す方法が未完成であることも指摘されよう。   
しかし，実際の生活場面を強調するあまり，客観的な分類枠や法則と事象の個別性に対する記述の   
両立がなされていないのかもしれない。  
3）KJ法は社会人類学者川喜田二郎が，探検調査の結果をまとめるため考案した資料整理法であるが，   
その後問題解決のための集団討議法としても活用，開発されっっある。KJ法で重要なのは基準や   
枠組みを設定した上でデータを分類するのではなく，データから結果的に分類枠を作り上げる（佐   
藤，1997）ことで，本研究の資料を分析するには今のところ最適な方法だと思われる。  
4）保育記録を提供していただいた障害児学童じゃりんこは障害児とその親と（学生）指導員により障   
害を持っ児童・生徒の「豊かな放課後」保障，長期休業中の生活の豊かさを追求するため1991年に   
設立され，現在も活動を続けている。なお，研究1の一部は，日本発遠心理学会第9回大会におい  
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て発表された（郷式，1998）。  
5）本稿で用いた障害名は保護者の報告による。保護者の報告は基本的に医師や発達相談の専門家の意   
見に沿っており，本研究は言語的なコミュニケーシ ョンの困難な子ども（の心的状態）に対する大   
人の理解を検討するものであり，詳細な医学的診断等は必要ないと判断した。  
6）研究1，2の場合，対象児の保育経験のある指導員が記録を行っているため対象児に対する知識が   
あるのに対し，研究3は面識のない子どもの心的状態を映像のみから推測するという状況である。   
障害児の心的状態の把握では健常児以上にその子どもについての知識が手掛かりとなると思われる。  
これらの点を考慮し，研究3では健常児を記録の対象とした。  
7）研究2とは異なり「（ネガティブな心的記述の）間接推測能力要素」の主成分得点に男女差はない   
（男性0．20（SD＝0．93），女性－0．13（SD＝1．11），t（16）＝0．64，n．S．）。  
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